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研究成果の概要：１８世紀英独仏の文芸は、トルコの脅威やイスラーム教徒による海賊行為等
の過去の記憶と現に横行する事件を好んで題材に選び、トルコ人とアフリカ人の登場する通俗
的「トルコものオペラ」が人気を博した。他方、アフリカを舞台に、或いはアフリカ黒人を主
人公に据えて、英独仏の現実を映し出す観念的な作品も生まれた。本研究は、これらの埋もれ
た作品を発掘し分析を施したうえで、視覚資料や地理的情報が主流の江戸の黒人像との相違も 
明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

２００７年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

２００８年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

年度  

  年度  

総 計 10,300,000 3,090,000 13,390,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・外国文学・文学論 
キーワード：アフリカ表象、黒人像、啓蒙、アビシニア、西インド諸島、J.M.R.レンツ、クニ

ッゲ、サミュエル・ジョンソン 
 

サイードの『オリエンタリズム』(1978)以
降、「東方文化」、「東洋文化」の研究が盛ん
となったが、サイーディアン・サイーディス
トであろうと、反サイードの立場をとろうと、
彼らの「オリエント」に包摂される「アフリ
カ」はせいぜいエジプト、北アフリカまでで
ある。他方、黒アフリカに関する研究におい
ては、歴史、政治、経済、文化人類学、美術
がその中核を占める。18 世紀ヨーロッパの異
国趣味の中心をなした「トルコ」や「ムーア」
人や、黒人と同一視されることの多い「イン
ド」人ではなく、純然たるブラック・アフリ
カのイメージに焦点を定めた研究は、ヨーロ
ッパでも日本でも少ない。本研究をスタート
させるに至った背景はそこにある。 

１．研究開始当初の背景 
アフリカのなかでもアビシニアは、旧約聖

書の「翼で陰る土地」（イザヤ書）の記述や
ヘロドトスの『歴史』の記述をまつまでもな
く、古からヨーロッパでは頻繁に言及されて
きた地域である。しかし、実際にエチオピア
が脚光を浴び、ある種の存在感を持って人々
に受け入れられるようになるのは、サミュエ
ル・ジョンソン(1709-84)の『アビシニアの王
子ラセラス』(1759)（以後『ラセラス』と略
記）の出版からであるといえる。実際のアビ
シニアへは、1770 年に J.ブルースが到達し、
『ナイルの水源発見の旅』（1790）によって
統治の風習や地理に関する詳しい──その
真偽はともかくとして──報告がなされた。 



 
２．研究の目的 

第一に、ジョンソンの『ラセラス』がヨー
ロッパ、主としてイギリス、ドイツ、フラン
スの文芸思潮に与えた影響について解明す
る。ドイツの異色の劇作家 J.M.R.レンツ
(1751-92)の戯曲『切り狂言のための喜遊劇 
アビシニアのキリスト教徒』(1780 年代中葉、
以後『アビシニアのキリスト教徒』と略記)
と、同じくドイツの啓蒙主義的作家アドル
フ・クニッゲ(1752-96)の風刺小説『ベンヤミ
ン・ノルトマンのアビシニア啓蒙物語』(1791、
以後『アビシニア啓蒙物語』と略記)を取り上
げ、これらの作品の分析を通して、ジョンソ
ンとの関連を明らかにする。 

第二に、啓蒙の時代のイギリス、ドイツ、
フランスにおいて発表されたアフリカを題
材とする小説や戯曲と絵画に焦点を当て、各
文化圏におけるアフリカ表象の意義とその
変容を明らかにし、その上で、日本のアフリ
カ表象に与えた影響について論究する。 

第三に、18-19 世紀を通して、イギリス、
ドイツ、日本で埋もれている新資料の発掘に
も努め、それら作品の内容と影響関係の有無
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 

藤田は、本研究の基盤のひとつとなるサミ
ュエル・ジョンソンの『ラセラス』（1759）
の分析とヴォルテール（1694-1778）の『カ
ンディード』（1759）との比較、ならびに当
時のアビシニア知見とその認識を中心に、18
世紀イギリスにおけるアフリカ表象の考察
を進める。ジョンソンが参照したと思われる
アビシニア情報にはこれ以外にどのような
ものがあるのか、18 世紀中葉までの、アビシ
ニアを中心とした英国図書館でのアフリカ
文献調査を通じて、イギリスにおけるアビシ
ニア知見を整理し、当時の英国人のアビシニ
ア・アフリカ認識を解明する。また、英国図
書館においては、18 世紀に流行したアフリカ
小説の発掘に努める。 

佐藤は、18 世紀ドイツ文学における非ヨー
ロッパの受容を広く見渡したうえで、J.M.R.
レンツの『アビシニアのキリスト教徒』に考
察を加える。また、オーストリア国立図書館
においてアジア・アフリカ旅行記を中心とす
るドイツ語文献を渉猟するとともに、18 世紀
ドイツで流行した「アフリカもの」戯曲の発
掘に努める。 

笠原は、クニッゲの『アビシニア啓蒙物語』
におけるアビシニアの持つ意味合いを、ドイ
ツのみならずフランスの視点から探る。その
際、ヨーロッパ啓蒙の文脈から、モンテスキ
ューの『ペルシア人の手紙』（1721）やルソ
ーの『人間不平等起源論』（1755）にみられ
る文明批評を再考しながら読み解く。 

 本研究は、原典精読による分析を中心とす
る。同時に夏季あるいは春季休暇を利用して、
英国図書館、オーストリア国立図書館におい
て、資料の整理と埋もれている 18 世紀のア
フリカを扱った小説・戯曲の発掘を目指す。 
 
４．研究成果 
本研究の出発点となったサミュエル・ジョ

ンソンの『アビシニアの王子ラセラス』
（1759）は、アビシニアの王子ラセラスとそ
の妹が、老詩人イムラックを伴ってエジプト
を遍歴しつつ、幸福の意味を探求するという
観念的な物語である。アビシニアの隔離され
た幸福の谷での歓楽に飽きてエジプトの都
へ赴くものの、都会の青年らは軽薄、哲人か
ら生きる上での指針を仰ごうとするもその
哲人は名ばかり、洞穴に住む隠者は隠者であ
ることを呪いながら暮し、宮廷や一般家庭も
嫉妬や不満が渦巻くなど、ジョンソンは一筋
縄では行かない現実の世の中の欺瞞と虚構
を暴きだす。結局は理想的かつ完璧な幸福な
どどこにもないことを知るに至り、王子らは
幸福の谷に戻ってゆく。アビシニア、エジプ
トを舞台に物語は展開するが、これら「東方」
地域があくまで舞台装置にすぎないことは、
王子や妹の容姿の特徴の言及がないことか
らも明らかである。このように思弁的な作品
ではあるが、当時流行していた文芸モチーフ
であるアラブ人による誘拐やトルコ兵によ
る進軍も巧みに取り入れられている。その傾
向がより顕著にみられるのが、ヴォルテール
の『カンディード』（1759）である。登場人
物がサレのトルコ海賊に襲撃され奴隷とな
ってモロッコに連れて行かれ、チュニスやイ
スタンブールに転売される。カンディードは
南米へ出かける際にロビンソン・クルーソー
のフライディを想起させる「世にも善良な」
従者を連れる。『ラセラス』も『カンディー
ド』も「最善説」に対して批判を加えるもの
であるが、異人表象という観点からすれば、
実に通俗的といえる。 

18 世紀のイギリス・ドイツ・フランスでは
漂流譚や航海記・旅行記がブームの一方で、
南欧文芸の翻案ものが流行り、トルコの脅威
やイスラム教徒による海賊行為といった過
去の記憶と現に横行する事件が文学に取り
込まれ、実に多彩な作品が生み出されていた。
なかでもヨーロッパを席巻した「トルコもの
オペラ」は配役にトルコ人とアフリカ人が欠
かせない。従って、アフリカ表象をピンポイ
ント的に取り上げるのではなく、むしろトル
コ人やペルシャ人、アラブ人の有色人表象と
いう大枠のなかで検討を加えることが肝要
となる。アフラ・ベーンの『オルーノコ』
（1688）、ウィリアム・コングリーヴの『喪
に服する花嫁』（1697）、ヴォルテールの『ザ
イール』（1732）、アーロン・ヒルの『ザーラ』



（1736）、サミュエル・ジョンソンの『アイ
リーニ』（1749）、ウィリアム・ドッドの「ア
フリカの王子」(1749)、メアリー・モンタギ
ューの『東方書簡』（1763）をみる限りは、
少なくとも 18 世紀中葉のイギリス文芸にお
いてトルコ人、ペルシャ人、ムーア人はほぼ
同一視されているばかりか、彼らのイメージ
はアフリカ黒人のそれとも錯綜している。そ
れは、アングロサクソンにとって中国もトル
コも北アフリカも「東方」の非キリスト教圏
であるものの、地理的にも人種的にも遠い中
国は別のカテゴリーとして認識され、それ以
外の地域はほとんどイスラム圏で褐色の人
種によって占められるとことによろう。皮膚
の黒さの濃淡よりも、残虐さや異端さや好色
さという性癖に描写の力点が置かれるも、印
象としてはそのような性癖の持ち主は即ち
「黒人」という図式が定着したゆえの「錯綜」
といえる。そのなかでも、サハラ以南アフリ
カの黒人に関しては、『オルーノコ』によっ
て、アフリカの王子、「高貴なる野蛮人」の
イメージが突出し、以来、アフリカものでは
「王子」がキーワードとなった。W. ドッド
の実在の人物を主人公に据えた空想の長詩
「アフリカの王子」が人気を博したのも、実
際には王子ではないが王子に等しい身分が
大いに関係している。『ラセラス』もある意
味でその系譜に連なる。アフリカ大陸からや
ってきたアフリカ黒人は、「やんごとなき」
出自ではなくとも、「プリンス」と名乗るこ
とが多くなった。時代はやや下るが、プーシ
キンも『ピョートル大帝の黒奴』（1827）の
なかで曽祖父を「黒人国の公子」であるとし
ている。 

しかし現実のロンドンでは、小規模ながら
も黒人社会が形成され、黒人人口は増加の一
途を辿った。1780 年代には奴隷貿易廃止運
動が市民を巻き込んだ形で展開され、社会に
は逃亡奴隷や無産の黒人があふれた。彼らの
大半は、直接アフリカからではなく西インド
諸島等植民地からやって来た人々であった。
とりわけ米国独立戦争時に解放を交換条件
に英国軍として参戦した米国黒人人口の流
入によって、1786 年 1 月には「黒人貧民救
済委員会」が設立され、翌 87 年には四百名
を超える黒人が政府の渡航資金の援助も受
けて西アフリカのシエラ・レオネに移住した。
他方、文芸の世界では「高貴なる野蛮人」が
もてはやされていた。しかし、現実とこのイ
メージの乖離も、西インド諸島出身の黒人奴
隷が主要な役を担うアイザック・ビカースタ
フの喜歌劇『南京錠』（1768 年初演）のヒッ
トによって逆転することになる。いささかコ
ミカルさが強調されすぎたきらいもあるが、
等身大に近いという意味では画期的な黒人
像の出来であった。 

18 世紀日本の黒人表象に目を転ずるなら

ば、世界図や万国人物図においてギネア、マ
ダガスカル、アビシニア、「黒人国」の人々
がアフリカを代表する人物として描かれた。
彼らは、「黒坊」あるいは「黒ん坊」と称さ
れて、川柳にも詠われ、戯作にも登場した。
長崎出島の存在は、白人であれ黒人であれ、
異形の人々がこの世に存在することを知ら
しめた。当時の日本人の関心は紅毛人よりむ
しろ「黒坊」に向けられていたことは、『紅
毛雑話』などからも明らかである。出島のオ
ランダ商館で働く「黒坊」の召使は、出島を
訪れた司馬江漢や大田南畝等の旅行記や日
記に、渡辺秀石や広渡湖水などの蘭館絵巻の
中に見出される。しかし、一般的な流布とい
う観点からは、長崎版画を含む錦絵の果たし
た役割が大きい。18 世紀日本の文芸における
黒人表象は、英国での「高貴なる野蛮人」の
イメージは望むべくもなく、ほとんどが従者
として登場する。日本語が片言であることか
ら生じる可笑しみは、西インド諸島訛りの英
語を話す黒人召使と共通する。だが、英国と
異なり黒人のいる風景が日常ではない日本
では、想像力を恣に、黒坊は超人的な存在に
も、奇怪な存在にもなり得たのである。 

佐藤は、研究課題「ドイツにおけるアフリ
カ表象」と取り組むに当たり、18 世紀ドイツ
文芸における非ヨーロッパ表象、なかでもト
ルコ表象の受容を見定めることから始めた。
その際、まずヘルダーの『人類歴史哲学考』
（1784-91）や『人間性促進のための書簡』
（1793-97）が、いかに複数座標軸的視座に
立って、従来の歪曲された非ヨーロッパ像を
論難するか、読み解いた。ついで、オースト
リア国立図書館にて、18 世紀後半に一世を風
靡した「トルコものオペラ」の調査を行い、
ウィーン軍事史博物館や市立歴史博物館に
て、「第二次ウィーン包囲」の関係資料を蒐
集した。これらの準備作業に基づいて、近世
ドイツのトルコ人像の原型を形成したアイ
ラー作『メフメト二世』（1600 頃作）を考察
し、そのうえで、『後宮からの奪還』（1782
初演）、『チュニスの太守』（1780 初演）、『フ
ォルメンテラ島の隠者』（1786 頃初演）等の
「トルコものオペラ」に検討を加えた。その
結果、「トルコものオペラ」に登場する北ア
フリカの太守が、近世ドイツの通俗的「野
蛮・好色」なトルコ人像から、「寛容」なト
ルコ人像に変貌を遂げている点を見極めた。
数世紀に亙るトルコ人像が、逆転する時を迎
えたといえる。「トルコものオペラ」の「後
宮の番人」を演じるアフリカ出身の黒人宦官
もまた、次第に「野蛮・好色」の役回りから
滑稽な道化役に変化してゆくのである。さら
に、ヘルダーの『民謡集』（1778/79）に表れ
るトルコ像に分析を施して、ヘルダーによっ
て弾劾される「野蛮なトルコ」とは、ひっき
ょう、オリエントやアフリカに対する暴虐な



ヨーロッパ自身の謂である点も明らかにし
た。 

つぎに、以上の論考を踏まえて、ドイツ文
芸が、いかにオスマントルコ領北アフリカと
の遭遇の衝撃を伝えるのか、解き明かそうと
した。その際、この問題設定において『アビ
シニアのキリスト教徒』以上に重要な作品、
J.M.R.レンツのプラウトゥス翻案劇『アルジ
ェの人々』（1775 作）に焦点を絞って、そこ
に描かれる北アフリカ像に考察を加えた。同
じくレンツのプラウトゥス翻案劇『トルコの
女奴隷』（1774）が、「トルコものオペラ」の
パロディーとして仕立てられ、当代ドイツの
身分制社会における自由の希求を訴えると
するならば、『アルジェの人々』は、原作『捕
虜』を下敷きに、『トルコの女奴隷』をはる
かに超えた次元で、「トルコものオペラ」と
取り組む。すなわち、その根幹にある宗教的
問題を真正面から見据えて、スペインの宿敵
北アフリカの人々を登場させ、キリスト教的
ヨーロッパ世界を相対視する。そして、異教
徒に対する「野蛮」な偏見に痛棒を食らわせ、
「文明のヨーロッパ」と「野蛮な北アフリカ」
という通念が反転する。ここに、ヨーロッパ
の自己批判的精神の契機――異文化の衝突
から生まれる創造的変化も読み取れる、と結
論づけた。 

最後に、オーストリア国立図書館にて、永
らく等閑視されてきた 18 世紀後半期ドイツ
の「アフリカもの」戯曲を調査した。それに
基づき、コッツェブー作『黒人奴隷たち』
（1795 初演）をはじめとする七篇を対象に、
アフリカ表象の実相とその変容に検討を加
えた。その結果、「トルコものオペラ」では、
アフリカ黒人が、「野蛮」ないし「滑稽」な
「後宮の番人」という脇役として描かれるの
に反して、ここでは、港町ハンブルクの侍女
であれ、ジャマイカなど西インド諸島や南米
スリナムの奴隷であれ、いわば教養市民の主
人公として登場する点が判明した。アフリカ
がヨーロッパ文明批判の道具とされる側面
は否めないのだが。しかも、フランス革命を
迎えれば、奴隷貿易廃止運動と連動して、等
身大の血肉を具えたアフリカ黒人も描かれ
始めるのである。 

笠原は、フランスとの関係に留意しながら、
クニッゲの『アビシニア啓蒙物語』（1791）
に見られるアフリカ表象、および、この問題
と密接に関連する啓蒙期ヨーロッパのイス
ラーム像を解明する作業を行なった。後者は、
クニッゲと同時代のドイツ語圏の著作家で
あるレッシングとヘルダーのテクストの読
解を通して行われた。レッシング初期の作品
である『カルダーヌス弁護』（1754）は、キ
リスト教をユダヤ教やイスラームと比較し
たことが一因となって無神論者の疑いをか
けられた 16 世紀イタリアの思想家カルダー

ノの名誉回復を試みた作品であるが、論述の
なかに「イスラーム教徒」が突然登場して読
者に語りかける特異な作品である。当作品の
理解に当たっては、ピエール・ベール『歴史
批評辞典』（1696）が鍵となる。『カルダーヌ
ス弁護』は、イスタンブールに移住した 16
世紀ドイツの一神学者を論じた『アダム・ノ
イザーについて』（1774）を経て、エルサレ
ムを舞台とする晩年の戯曲『賢者ナータン』
（1779）に至る。ヘルダーは、『人類歴史哲
学考』（1784-91）において、地球上に展開す
る多様な文化を対等に考察する視点を打ち
出し、イスラーム世界を論じる。その際に、
文化が相互影響のもとで不断に変化すると
いう観点から、文芸を含め、ヨーロッパ文化
の成立に当たってのイスラーム世界の影響
が指摘されていることが注意されなければ
ならない。クニッゲは、『人間交際術』（1788）
の著者として知られるが、ドイツにおいてフ
ランス革命を擁護する一連の著作を発表し
た著作家でもある。クニッゲ理解に当たって
は、ルソーからの影響と差異が考慮されなけ
ればならない。『アビシニア啓蒙物語』は、
ドイツの一地方都市の法律家ベンヤミン・ノ
ルトマンが、アビシニアに渡っていた従兄に
招かれて同地に赴き、暴君の追放に立会い、
新たな政体の設立を助けるという筋立ての
ものである。アビシニアは、専制君主のもと、
従兄によって様々な啓蒙的改革が施された
王国として描かれているが、それは、当時の
ドイツの諸領邦の戯画でもある。クニッゲは、
非ヨーロッパ世界を物語の展開の単なる舞
台として用いていると言わなければならな
いが、ドイツ語を宮廷の言語とし、様々な技
術を導入して効率的支配を追及する、ノルト
マンが目の当たりにするアビシニア宮廷の
像は、非ヨーロッパ世界におけるヨーロッパ
近代の導入のある種のあり方を名指すもの
としても提示されていると言うことができ
よう。 
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